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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期累計期間につきましては、期初よりＲＣを含む港湾関連の大型維持補修案件が活発に出

件され、受注高は、前年同期に比べ 719 百万円増の 6,067 百万円となりました。売上高は、昨年完工し

た防汚大型工事の売上が抜けるものの港湾関連の伸びにより前年同期に比べ 277 百万円増の 3,894 百万

円となりました。受注残高は、前年同期末と比べ 205 百万円多い 3,939 百万円となりました。 

 損益面では、売上高が第３及び第４四半期会計期間に偏る事業特性から、当第２四半期累計期間では

147 百万円の経常損失（前年同期は 148 百万円の損失）、110 百万円の四半期純損失（前年同期は 115 百

万円の損失）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期会計期間末の総資産につきましては、前事業年度末に比べ 1,150 百万円減の 9,310 百万

円となりました。主な減少要因は受取手形、完成工事未収入金及び売掛金の減 2,394 百万円、及び現金

預金の減 289 百万円であり、主な増加要因は、未成工事支出金の増 360 百万円、関係会社預け金の増 859

百万円、並びに上尾第二工場土地・建物の買取等による有形固定資産の増 95 百万円であります。 

 負債につきましては、前事業年度末に比べ 788 百万円減の 2,567 百万円となりました。主な減少要因

は支払手形及び工事未払金の減 476 百万円、及び流動負債その他に含まれる未払法人税等及び未払消費

税等の減 334 百万円であります。 

 純資産につきましては、前事業年度末に比べ 361 百万円減の 6,743 百万円となりました。主な減少要

因は、配当金の支払い 283 百万円並びに四半期純損失 110 百万円による利益剰余金の減 394 百万円であ

ります。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は前事業年度末に比べ 569 百

万円増の 4,314 百万円となりました。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と増減の主な要因は以下のとおりであり

ます。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動で獲得した資金は 986 百万円（前年同期は 70 百万円の使用）となりました。資金の主な増加

要因は、売上債権の減 2,394 百万円であり、主な減少要因は、仕入債務の減 479 百万円、未成工事支出

金及びその他のたな卸資産の増 433 百万円、法人税等の支払 301 百万円、並びに税引前四半期純損失 144

百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動に使用した資金は 128 百万円（前年同期は 34 百万円の使用）となりました。主な使途は上尾

第二工場の土地・建物の買取りであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動に使用した資金は 288 百万円（前年同期は 258 百万円の使用）で、主に配当金の支払いによ

るものであります。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29 年８月７日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 （四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

 

（原価差異の繰延処理） 

定期的な修繕が特定の四半期に行われるために発生する原価差異は、予定原価が年間を基礎に設

定されており、原価計算期間末までに解消が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）

として繰り延べております。 

 

  （税金費用の計算） 

税金費用につきましては、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該

見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。 
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